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地域の「家守り棟梁」になりたい社長が届ける...

築
30
年
を
超
え
る
と
起
き
や
す
い
給
湯
管
か
ら
の
漏
水

先
月
号
も
漏
水
の
話
で
し
た
が
、
今
月
も
同
じ
ネ
タ
で
い
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

ジ
ェ
ン
ト
ル
ワ
ー
ク
創
業
以
来
ず
っ
と
な
ん
で
す
が
、
不
思
議
な
も
の
で
同
じ
よ

う
な
工
事
の
依
頼
が
続
く
こ
と
が
時
々
あ
り
ま
す
。

台
風
な
ど
で
雨
漏
り
修
繕
の
依
頼
が
重
な
る
の
は
予
想
で
き
る
ん
で
す
が
、
例
え

ば
外
壁
塗
装
の
依
頼
が
入
っ
た
と
思
っ
た
ら
立
て
続
け
に
外
壁
塗
装
の
依
頼
が

あ
っ
た
り
、
お
風
呂
の
入
れ
替
え
工
事
が
続
い
た
り
、
ト
イ
レ
の
入
れ
替
え
工
事

が
続
い
た
り
。

ど
れ
も
季
節
的
な
現
象
で
は
な
く
突
然
、
依
頼
が
重
な
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
こ
ち
ら
か
ら
、
「
今
月
は
外
壁
塗
装
の
仕
事
に
力
を
入
れ
て
ま
す
」と
、

は
り
き
っ
て
宣
伝
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん(

笑)

「
誰
か
が
裏
で
指
示
を
出
し
て
い
る
の
か
？
」と
思
う
ぐ
ら
い
で
す
。

先
月
も
漏
水
の
ご
相
談
が
重
な
り
、
ど
の
家
も
原
因
は
同
じ
で
し
た
。

ズ
バ
リ
！
給
湯
管
か
ら
の
漏
水
。

先
月
工
事
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
お
風
呂
部
分
か
ら
の
漏
水
で

し
た
。
水
道
メ
ー
タ
ー
を
開
け
音
を
頼
り
に
大
体
の
漏
水
場
所
を
特
定
す
る
の
で

す
が
、
む
や
み
に
床
や
壁
を
壊
す
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん…

職
人
さ
ん
と
一
緒
に
頭
を
悩
ま
せ
な
が
ら
工
事
箇
所
と
内
容
を
決
定
し
、
お
客

様
に
ご
理
解
い
た
だ
い
て
か
ら
工
事
を
進
め
て
い
く
と
い
っ
た
具
合
で
す
。

実
際
は
、
漏
水
を
直
す
よ
り
も
ど
こ
か
ら
漏
れ
て
い
て
ど
う
直
す
か
？
最
小
限
の

工
事
は
何
か
？
を
考
え
る
こ
と
の
ほ
う
が
ほ
う
が
難
し
い
。

今
回
ご
依
頼
い
た
だ
い
た
マ
ン
シ
ョ
ン
は
、
築
30
年
を
超
え
て
い
そ
う
だ
っ
た
の
で
、
恐

ら
く
給
湯
管
に
銅
管
が
使
わ
て
い
る
と
予
想
。

銅
管
は
１
９
８
０
年
か
ら
２
０
０
０
年
ご
ろ
に
住
宅
の
給
湯
配
管
の
定
番
と
し
て
使

わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
耐
久
年
数
が
20
年
か
ら
30
年
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
降
は
漏

水
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
や
す
く
な
り
ま
す
。

右
上
は
、
施
工
当
初
の
銅
管
。
右
下
が
20
年
使
わ
れ
た
後
の
銅
管
。
年
数
を
重
ね
る
と

錆
び
て
き
て
、
矢
印
部
分
の
継
ぎ
目
や
曲
げ
部
分
か
ら
漏
水
す
る
こ
と
が
多
い
。

漏
水
ト
ラ
ブ
ル
が
多
い
の
で
２
０
０
０
年
以
降
は
樹
脂
管
に
な
り
ま
し
た
。
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イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で

日
々
の
工
事
を

ア
ッ
プ
し
て
い
ま
す
▼

会所桝

上
図
の
よ
う
な
樹
脂
管
に
切
り
替
わ
り
、
耐
久
年
数

は
約
40
年
と
な
り
ま
し
た
。
必
ず
し
も
昔
使
っ
て
い

た
建
材
が
悪
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
最

新
の
建
材
と
の
調
和
が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。



今月のお客様相談

～築40年の家、あと何年住める？～

［発行者］株式会社ジェントルワーク【お問合せ】TEL/072-200-2215 ホームページ/https://gentle-work-orderhouse.com

お客様からのご相談
「我が家も築40年を超えました。今のところ普通に暮らせていますが、あと何年住めるものなの
でしょうか？建て替えた方がいいのか、リフォームで十分なのか迷っています。」

築40年と聞くと、そろそろ家の寿命かな？と心配になりますよね。
でも実は、家の寿命は築年数だけでは決まりません。

人間と一緒で、同じ40歳でも元気いっぱいの人もいれば、あちこちガタがきている人もいます。
ちなみに私も40代半ば。最近は朝起きると、どこかしら痛い日があります。
家の心配をする前に、自分のメンテナンスが必要かもしれません（笑）。
体調は人それぞれ。家も家それぞれです。

同じ築40年の家でも、きちんと手入れされてきた家とほとんど手入れされていない家では、状態
が大きく違います。
特に確認したいのは、屋根や外壁からの雨漏り・床下の腐食・シロアリ被害、そして家を支える
基礎や柱の状態です。
見た目はきれいでも、中身が傷んでいることがあります。

例えるならば、見た目は若いつもりでも健康診断の結果を見て現実を知る僕のような…。
あまり深掘りすると自分が悲しくなるので、やめておきます（笑）。

そして、もう一つ大切なのが、**「あと何年、この家で暮らしたいか？」**ということです。
あと10年なのか、20年なのか。それとも子どもたちに残したいのか。
それによってどこまで修繕するのか、建て替えた方がいいのか、判断も変わってきます。
私は長年、大工としていろいろな家を見てきましたが、古いからという理由だけで壊してしまう
のはもったいないと思っています。
もちろん、耐震性や傷み具合によっては、大がかりな補強や建て替えが必要な場合もあります。
でも、直して安心して住める家なら、無理に建て替える必要はありません。
家も人間も、年を重ねるのは仕方ありません。
大切なのは、年齢よりも今の健康状態です。
「うちの家、あと何年いけるやろ？」
そんな疑問があれば、気軽にご相談ください。
家の健康診断は私たちにお任せください。
ちなみに私自身の健康診断は……。
結果を見るのが怖くて、毎回ちょっと勇気がいります（笑）。


	スライド番号 1
	スライド番号 2

